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地域観光施策推進事業について

観光戦略課

１ 目 的

「第２期ふるさと秋田元気創造プラン」における重点戦略を推進するため、観光文

化スポーツ部と地域振興局が役割分担を行い、緊密な調整・連携や、情報共有を図り

ながら、地域振興局において、地域に密着した観光施策・事業を実施することにより、

地域の観光振興を推進する。

２ 概 要

魅力ある観光地づくりの促進、県内流動や近隣県等との交流の活性化、秋田県市町村

未来づくり協働プログラムの推進等に関する事業を重点的に実施することとしており、

事業内容は、以下のとおりとなっている。

（単位：千円）

事 業 名 事 業 概 要 予算額

鹿角広域観光機能合体推進 十和田八幡平国立公園８０・６０周年を契機 ４,５２０
鹿 事業 とした青森・岩手連携観光キャンペーン、訪

日外国人観光客の受入態勢整備、教育旅行誘

角 致活動等

鹿角の“食”情報発信発信 スタンプラリー、食の鹿角ブランド情報発信、 １,００７

事業 鹿角ブランドでおもてなし等

鹿角地域振興局 計 ５,５２７
森吉山を中心とした誘客機 滞留型観光商品開発支援、内陸線と森吉山観 ３,６２１

北 能強化事業 光エリアの二次アクセス整備、旅行エージェ

秋 ント等へのプロモーション、外国人旅行者受

田 入研修会、近隣県等での観光ＰＲ等

田んぼアートによる景観づ 秋田内陸線沿線への田んぼアート設置、田植 １,０８０
くり事業 え体験モニター実施等

北秋田地域振興局 計 ４,７０１
白神山地観光推進事業 五能線全通８０周年記念事業、観光情報発信 ５,０５６

山 強化、｢あきた白神 7 サミット｣スタンプラリ

ー、周遊観光バス運行、登山・トレッキング

本 商品の売り込み、ＪＲ東日本・青森県との共

同による首都圏での白神山地出前講座開催等

山本地域振興局 計 ５,０５６
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事 業 名 事 業 概 要 予算額

観光資源の魅力アップ支援 地域食材を活用した加工食品等の開発・改良 ８６０

秋 事業 アドバイザー派遣、女性目線に立ったランチ

のスタンプラリー開催、観光案内人研修等

田 おいでよ男鹿半島！魅力発 首都圏での観光プロモーション、観光情報発 ６４３

信事業 信、県境の道の駅等における誘客活動等

秋田地域振興局 計 １,５０３
未来づくり協働プログラム 由利地域観光推進機構による旅行エージェン １,６３２
による広域観光支援事業 トへのプロモーション、未来づくり協働プロ

由 グラム支援、広域観光情報の発信等

まるっと鳥海活性化推進事 山形県庄内総合支庁と連携した情報発信、共 １,５５５
業 同プロモーション等広域連携事業、隣県や首

利 都圏での観光誘客キャンペーン等

観光ビジネス展開支援事業 物販等ビジネス展開支援、由利地域の酒蔵の ５３４

ネットワーク化と集客イベントの実証等

由利地域振興局 計 ３,７２１
国内外に向けた”秋田らし 仙台圏・盛岡圏のメディア等への売り込み、 １,８３１
さ”発信強化事業 旅行雑誌等へのＰＲ広告、WEB活用観光・物

産品情報発信、おすすめルートマップ作成等

あなたの写真で秋田をＰＲ フォトコンテストを実施し、「ポスター素材」 １８５

仙 事業 や「WEB素材」として活用等

冬季誘客促進事業 小正月行事等を活用した仙台圏メディア招聘 ２７１

県内外で観光・物産をもっ 県南３地域振興局、市町、観光物産協会協働 １,６４７
北 と直接売り込み事業 による仙台圏・首都圏での物産展開催等

広域誘客促進事業 雫石地域や鹿角地域と連携した誘客促進事業、 ６１８

増田の蔵等との新たな広域連携の検討等

田んぼアートによる景観づ 内陸線田んぼアートの実施による観光誘客等 ４００

くり事業

仙北地域振興局 計 ４,９５２
農産品類販路拡大支援事業 横手市、仙北・雄勝地域振興局と連携した観 １,９６２

光物産展、首都圏・仙台圏でのマーケティン

グと情報発信、横手市・岩手県と連携した道

平 の駅交流物産展、首都圏商談会への出展等

機能合体による広域観光推 「増田の町並み」を中心とした周辺観光地の １,４８４
鹿 進事業 モニターツアー、横手市未来プロと連動した

増田まんが美術館所蔵作品の巡回展、増田の

蔵の情報発信、県南周遊バス「蔵しっく号」

運行支援、岩手県と連携した広域観光誘客等

平鹿地域振興局 計 ３,４４６
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事 業 名 事 業 概 要 予算額

市町村との協働による広域 新聞雑誌やＷＥＢ、ＳＮＳ等を活用した情報 ３,０００
観光推進事業 発信、「うどんＥＸＰＯ」等を活用した広域観

雄 光物産キャンペーン、外国人等を対象とした

体験型観光ＰＲ等

県際連携及び県南地域振興 「最上・大崎・雄勝」連携によるエージェン １,８９５
勝 局連携等による売込み強化 トへの売り込み、観光物産ＰＲ、仙台圏等で

事業 の県南３地域振興局連携による観光資源の売

込みと情報発信等

雄勝地域振興局 計 ４,８９５

地域振興局 合計 ３３,８０１

３ 予算額 ３３，８０１千円

内 訳 ・報償費 ７８８千円

・旅費 ４，２８８千円

・需用費 ３，７０２千円

・役務費 １，８７９千円

・委託料 ４，０３３千円

・使用料及び賃借料 １，４１９千円

・負担金補助及び交付金 １７，６９２千円

※ 地域振興局予算全体の合計は、７６，０００千円となっており、当部関係以外の

地域振興局予算３１，２８５千円及び振興局調整費１０，９１４千円は、地域活力創

造課へ計上されている。
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観光宿泊施設等の改修支援等について

観光戦略課

１ 民間観光宿泊施設魅力向上支援事業

（１）目 的

「高質な田舎」や「みんなにやさしい観光あきたづくり」の具現化など、旅行者の多

様なニーズや旅行形態の変化に対応した民間事業者の施設改修等を支援することによ

り、新たな顧客の獲得を促進するとともに、観光地としての満足度の向上を図る。

（２）概 要

① 対象となる事業

ア 「高質な田舎」としての魅力をアピールしようとするもの

イ 高齢者、障がい者又はペット連れ旅行者の利便性及び満足度の向上を図るもの

ウ 外国人旅行者の利便性及び満足度の向上を図るもの

② 補助対象者

秋田県内において宿泊施設を所有又は運営する民間事業者等

③ 選考方法

企画案を公募し、専門家等による審査で補助事業者を選考

④ 採択件数・補助率

・採択件数 ７件程度

・補 助 率 補助対象事業費の１／２以内（補助金上限額５００万円）

（３）予算額 ３５，８６９千円

内 訳 ・報償費 １６０千円

・旅 費 ４５６千円

・需用費 １３２千円

・役務費 ２１千円

・使用料及び賃借料 １００千円

・負担金補助及び交付金 ３５，０００千円

２ 観光施設魅力向上事業

（１）目 的

県有観光施設の改修等を行うことにより、利用者の安全・安心の確保と満足度の向上

等を図り、交流人口の拡大や県内観光流動を促進する。

-4-



（２）概 要

① 観光施設等緊急改修事業 １３１，１１６千円

ア 田沢湖スキー場 ４７，８４４千円

銀嶺クワッド他４カ所のリフトの索受装置の摩耗が顕著であることから、改修

を実施するとともに、黒森山リフト減速機等、オーバーホール時期を迎えた機器

について整備を行う。

イ 秋田ふるさと村 ３１，６１６千円

空調設備について、経年劣化により一部の送風機が運転不能となっているほか、

自動制御機器が動作不安定になっているため、改修工事を行う。

ウ 十和田ホテル １６，３４５千円

外壁塗装が経年により劣化していることから、改修工事を行う。

エ サンルーラル大潟 ２４，１０９千円

排煙設備の手動開閉装置が動作不良となっているほか、屋根材やシーリング材

の経年劣化により生じている雨漏りと落下を防止するため、改修工事を行う。

オ フォレスタ鳥海 ６，４０６千円

浴室吊り天井の金具等の一部が腐食等により落下していることから、改修工事

を行う。

カ 秋の宮山荘 ４，７９６千円

宿泊棟３階の内装が、経年により傷みがひどいことから、改修工事を行う。

② 地域と協力した秋田ふるさと村魅力発信事業 ２，１８２千円

秋田ふるさと村において、各地域と協力した文化や芸能等の多様な魅力を発信す

る事業を実施する。

・委託予定先 (株)秋田ふるさと村

（３）予算額 １３３，２９８千円

① 観光施設等緊急改修事業 １３１，１１６千円

内 訳 ・委託料 ５２，６３２千円

・工事請負費 ７８，４８４千円

② 地域と協力した秋田ふるさと村魅力発信事業 ２，１８２千円

（委託料）
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新たな観光客開拓推進事業について【新規】

観光戦略課

１ 目 的

新たな手法やツールを活用し、観光客の開拓や旅行需要の拡大を図る。

２ 概 要

（１）コンベンションによる観光振興促進事業 １０，３７５千円

県内で開催されるコンベンションの経済波及効果を高めるため、コンベンション主催

者が実施するエクスカーションなどを支援する。

① エクスカーション支援

一定規模以上のコンベンションに併せて実施されるエクスカーションに対し、バ

スの借り上げ費用の一部を補助する。

・対象経費 県内バス事業者が運行するバスの借り上げ費用

・補 助 率 定額（上限５万円／台）

② 歓迎プログラム支援

一定規模以上のコンベンションに併せ、本県の文化を発信する費用の一部を補助

する。

・対象経費 県内の芸術文化団体等を活用した歓迎プログラム実施費用

・補 助 率 定額（上限１０万円）

（２）「ゲーム×自治体」観光誘客可能性調査事業 ２，０９９千円

若者を中心とした観光客の誘客促進を図っていくため、位置情報と連動したスマート

フォン向けゲームにより可能性を調査する。

・事業内容 県が設定するテーマに基づき、事業者が具体の提案を行い、そのイベ

ントやストーリーの面白さにより、若者が県内各地を周遊する。

・採択件数 ３件程度（公募し、企画提案により対象を選定）

・委 託 料 １件あたり６００千円程度

３ 予算額 １２，４７４千円

（１）コンベンションによる観光振興促進事業 １０，３７５千円

内 訳 ・旅 費 ９２千円

・需用費 ２８３千円

・負担金補助及び交付金 １０，０００千円
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（２）「ゲーム×自治体」観光誘客可能性調査事業 ２，０９９千円

内 訳 ・旅 費 １１３千円

・需用費 ５０千円

・委託料 １，９００千円

・使用料及び賃借料 ３６千円
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あきたびじょんブランド化推進事業について

あきたびじょん室

１ 目 的

「あきたびじょん」で表現した秋田の統一したイメージ（高質な田舎）に基づき、様

々な媒体により秋田の魅力をアピールし、秋田ファンの拡大を図るとともに、地域コン

テンツを活用した新しい秋田の楽しみ方などを提案することにより、人の動きや流れを

加速する。

２ 概 要

（１）魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大 ３３，３９６千円

① 各種ＰＲの総合プロデュース １２，２６２千円

統一感のあるイメージで秋田の魅力を発信するため、アドバイザーによる各種Ｐ

Ｒ事業に対する指導・助言等の総合的なプロデュースを行うほか、各種媒体などに

合わせてインパクトあるデザインを制作する。

② ソーシャルメディアによる情報の交流 ３，４００千円

本県に関心を寄せる秋田ファンを増やすため、クオリティの高い画像や動画素材

を収集・編集し、Facebook、Instagram、YouTubeなどのソーシャルメディアを活用

し、秋田の旬の情報や魅力を発信し、情報交流を拡大する。

③ マスメディア・パブリシティの展開 ５，０００千円

全国ネットのテレビ番組や雑誌の記事等で広く新たな秋田の魅力や楽しみ方など

を紹介してもらうため、ＰＲ会社を活用してマスメディアに対する広報活動（パブ

リシティ）を展開し、ロケや取材を誘致する。

④ 県ゆかりの人とのネットワークの活用 １２，７３４千円

「あきた美の国大使」「あきた音楽大使」「秋田県ＰＲメディアプロデューサー」

など秋田ゆかりの人材を活用して、秋田の良さを再認識できるような映像等を制作

するほか、大使等に県のイベントなどに参加してもらい秋田の魅力を発信する。

（２）ＷＥＢマガジンを活用した秋田の楽しみ方の提案【新規】 ２７，６４２千円

雑誌「のんびり」に代え、足元にある地域コンテンツの魅力を紹介しながら、新

しい秋田の楽しみ方を提案するＷＥＢマガジンを新たに制作し、スマホなどで手軽

に見られるようにタイムリーに配信することにより、ＳＮＳによる読者の口コミを

誘発し、秋田ファンの県内への誘導につなげる。

・地域コンテンツを巡る旅仕立ての記事（週間更新）のほか、著名なライターに

よる連載記事等も随時発行

・記事は文章、画像、動画、音声などで構成し、各種ＳＮＳとの連動可能

・読者ファンが集う交流会を県内で開催
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３ 予算額 ６１，０３８千円

（１）魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大 ３３，３９６千円
① 各種ＰＲの総合プロデュース １２，２６２千円

内 訳 ・報償費 １００千円
・旅 費 ３，０１４千円
・需用費 ９５０千円
・役務費 ３２４千円
・委託料 ６，８２４千円
・使用料及び賃借料 １，０５０千円

② ソーシャルメディアによる情報の交流 ３，４００千円
内 訳 ・報償費 １，０００千円

・旅 費 ２１０千円
・需用費 １００千円
・役務費 ９９０千円
・委託料 ９００千円
・使用料及び賃借料 ２００千円

③ マスメディア・パブリシティの展開 ５，０００千円
（委託料）

④ 県ゆかりの人とのネットワークの活用 １２，７３４千円
内 訳 ・報償費 ２４８千円

・旅 費 １，４７４千円
・役務費 ６１２千円
・委託料 １０，４００千円

（２）ＷＥＢマガジンを活用した秋田の楽しみ方の提案 ２７，６４２千円
内 訳 ・旅 費 １８８千円

・役務費 ３００千円
・委託料 ２７，１５４千円

発行回数
等

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

旅仕立ての記事を毎週更新。１つの旅（テーマ）が２ヶ月程度で完結。

●●●● ●●●● ○○○○ ○○○○ ●●●● ●●●● ○○○○ ○○○○ ●●●● ●●●●

著名なライターによる通年連載。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

様々な分野の人気クリエーター（４名程度）による寄稿。

□ □ ■ ■ △ △ ▲ ▲ ▲

※チラシは主に雑誌のんびり配布先（全国約2,600カ所）に送付

告知・PR 随時

読者交流会の開催 年2回 ★ ★

W
E
B
マ
ガ
ジ
ン

週刊記事 週1回

○WEBマガジンの発行イメージ

ゲスト寄稿 月1回

月刊連載コラム 月1回

WebやSNSで通年告知
チラシ告知
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観光連盟強化支援事業について

観 光 振 興 課

１ 目 的

本県への観光誘客と地域主体の観光振興を促進するため、観光連盟が県の観光振興施

策と連携･協働して行う、誘客宣伝活動や受入態勢の強化等の取組に対して支援を行う。

２ 補助対象事業（主な取組）

（１）観光産業の形成 １８，９２９千円

① 観光地づくりの促進 ２，３５７千円

ア 観光地魅力アップ支援事業

複数の観光事業者等が連携のうえ、自ら企画実施する新たな取組に対し、経

費助成、アドバイス等を行う。

イ 花まるっモニターツアー推進事業

着地型旅行商品開発、県内相互交流等を目指す地域と共同し、モニターツア

ーを実施する。

② 受入環境の充実 １４，６３１千円

ア あきた旅のサポートセンター開設事業

高齢者や外国人等を対象に、観光地、宿泊施設等に係る情報発信、電話相談

窓口を行う「あきた旅のサポートセンター（秋田バリアフリーツアーセンター

を含む）」を開設する。

イ 受入態勢向上促進事業

全県を巡回調査し、事業者の実態把握、助言指導等を行うほか、接客現場の意

識向上に向けた研修会を開催する。

ウ 秋田カンバン娘活用事業

観光の最前線でがんばる女性のパワーを集約し、秋田の「おもてなし力」向

上を図るため、「秋田カンバン娘」によるＰＲ活動等を行う。

エ 会員との連携による観光客受入態勢強化事業

ＮＥＸＣＯ東日本、ヤマト運輸など会員企業と連携し、キャンペーンへの参

加、新たな形態のサービス提供などを行う。

③ 人材育成 １，９４１千円

ア 「観光秋田未来塾」開設事業

国内外で活躍する講師を招き、設備投資・経営改善や誘客手法などについて、

秋田にいながら最新の知識・動向を学ぶ経営者向けの講座を開設する。

イ 「秋田観光道場」開設事業

県内及び国内外の観光事情に精通した講師を招き、座談会形式の勉強会を開

催する。

（２）ネットワークづくり １５，７８２千円

① 新たな視点に立った情報発信 ２，２４１千円

ア テーマ性のある観光資料発行事業
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県内各地域や会員施設等の新しい魅力を発信するため、県等との役割分担に

基づき、テーマ別・ポケットサイズの観光資料を発行する。

② 県内流動や近隣県等の交流活発化 ７，４９３千円

ア 出前観光ＰＲ等推進事業

市町村や会員事業者が主催する県内外のイベント等に参画し、協働して観光

ＰＲ等を行う。

イ 県内相互交流推進事業

県内観光地の知られざる魅力を共有し、口コミにより情報発信することで県

内周遊を促すため、県北、中央、県南の事業者間で他地域の勉強会を開催する。

ウ 地域イベント連動型県内周遊促進事業

日本スポーツマスターズ２０１６秋田大会、第１６回国際花火シンポジウム

プレ大会など、広域的な集客が見込めるイベントと連動し、観光客の県内周遊

を促すため、事前の周知、期間中のタイアップ活動等を行う。

③ 外国人観光客の誘致促進 ６，０４８千円

ア 訪日観光客誘客促進事業

県等が主催する誘客プロモーションへの協力、会員の商談会への参加促進、

県内大学等と連携した口コミ情報の発信などに取り組む。

イ 訪日観光客受入態勢整備支援事業

マナーガイドの作成に取り組むほか、外国に対する情報発信、免税販売など

に取り組む会員事業者をサポートする。

ウ ２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた誘客強化事業

関係機関と連携した情報発信等を行うほか、「秋田バリアフリーツアーセンタ

ー」を活用したパラリンピックの合宿誘致等の可能性を探る。

（３）県を挙げた取組態勢の再構築 ２，６９４千円

① 観光連盟の組織機能強化 ２，６９４千円

ア 市町村協働推進事業

市町村職員の通年研修の受け入れを行い、地域と連携した情報発信、観光地

づくり支援を学びながら実践する。

イ 各種協議会等連携事業

地域連携や官民共同で観光振興を進める県内外の協議会等に参加する。

３ 補助対象事業費 ３７，４０５千円

県 補 助 金：２４，４８０千円

自 主 財 源：１２，９２５千円
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秋田の観光宣伝力強化事業について

観光振興課

１ 目 的

今年３月の北海道新幹線開業など、本県の観光を取り巻く環境の変化に対応す

るとともに、次期観光キャンペーンの開催を見据え、地域の主体的な取組と連携

しながら、テーマやターゲット等を絞り込んだ情報発信、誘客プロモーションを

推進する。

２ 概 要

（１）「秋田の観光創生推進会議」負担金 ２５，０００千円

官民一体となって、テーマ別の観光コンテンツの発掘、磨き上げの実施や交

通事業者等とのタイアップによるプロモーション事業を実施する。

○事業展開

ア アキタノ魅力発信強化事業

・駅媒体等活用宣伝広告（ポスター掲出、パンフレット設置等）

・首都圏等ＰＲ事業（首都圏での観光キャラバン等の実施）

・交通事業者等タイアップ情報発信（共同キャンペーン等）

・道路関係媒体活用宣伝広告（ポスター掲出、情報誌広告掲載等）

・旅行会社タイアップ旅行商品造成・販売促進（商品造成・広告支援等）

・各種メディア活用情報発信（旅行雑誌、業界紙等）

イ 観光力アップ推進事業

・地域観光力の醸成（おもてなし研修等）

・地域間連携等強化（観光地づくりのための研修や意見交換会等）

ウ 受入態勢整備事業

・歓迎ムード醸成（駅・空港の装飾等）

・域内交通アクセスの情報発信（二次アクセス等の情報発信）

＜秋田の観光創生推進会議＞

設 立：平成２７年４月２４日

会 員：１００団体（県、市町村、観光関係団体、経済団体、マスコミ等）

事業期間：平成２７年度～２９年度

事 業 費：５０，０００千円／年間

※負担割合：県１／２、市町村１／４、各種団体・民間１／４

特 記：五能線開業８０周年やＪＲ東日本の重点販売地域指定に伴う観光プロ

モーション事業では、本会議の取組との連携強化により、県を挙げた

取組としての相乗効果を図る。

（２）教育旅行誘致事業 １，１２１千円

① 北海道教育旅行誘致事業

教育旅行誘致セミナーの開催及び学校・旅行会社訪問を実施する。

② 首都圏等教育旅行誘致事業

東京等での東北教育旅行誘致セミナーに参加する。
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（３）隣県情報発信事業 ５，４８４千円

隣県の新聞折込を活用した本県の観光情報発信や、県内の市町村、民間等との連携に

よる観光ＰＲイベント、高速道路サービスエリアでのリーフレット配布等を行う。

・実施地域 岩手県、山形県及び宮城県

・実施内容 新聞折り込み情報紙の配布、ショッピングモール等での観光ＰＲイベン

トの実施、高速道路サービスエリアでの車利用者向けリーフレット配布

（４）「秋田に行こう！」集中キャンペーン事業 ４２，３６０千円

① 五能線開業８０周年活用誘客促進事業 ７，９３４千円

平成２８年７月の五能線開業８０周年及びリゾートしらかみ新型車両

「橅」の導入にあわせた誘客を図っていくため、沿線地域と連携しながら首

都圏ＪＲ駅で記念イベントを開催するほか、中吊りポスター広告を掲出する。

【中吊りポスター広告】

・実施時期 平成２８年７月

【記念イベント】

・実施場所 首都圏ＪＲ主要駅、秋田駅、能代駅

・実施時期 平成２８年７月

＜ＪＲ東日本の取組（予定）＞

・リゾートしらかみ新型車両「橅」の営業運転開始

・開業８０周年記念式典の開催

・沿線スタンプラリーの開催

・クイズラリーの開催 等

② 地域連携誘客促進事業 ５，４１１千円

首都圏ＪＲ駅で開催する「あきた観光産直市」や日本最大級の観光コンベ

ンションである「ツーリズムＥＸＰＯジャパン」を活用して、秋田の観光Ｐ

Ｒを実施する。

【あきた観光産直市】

・実施場所 大宮駅、上野駅

・実施時期 大宮駅（６月、１１月）、上野駅（１０月）

【ツーリズムＥＸＰＯジャパン】

・実施場所 東京ビッグサイト

・実施時期 平成２８年９月２２日～２５日

③ ＪＲ東日本重販活用ＰＲ強化事業 ２９，０１５千円

平成２９年４月から６月まで実施するＪＲ東日本の重点販売地域指定に伴

うキャンペーン用のガイドブックやポスターを製作するほか、オープニング

イベントを開催する。

【ガイドブック】

・発行部数：３０万部

・発行時期：平成２９年２月
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【ポスター】

・発行枚数：Ｂ０判 １，７５０枚 Ｂ１判 ４，０００枚

・発行時期：平成２９年３月

【オープニングイベント】

・実施場所：首都圏主要駅周辺 等

・実施期間：平成２９年３月

＜ＪＲ東日本重点販売地域指定＞

ＪＲ東日本と地元自治体等が協働で実施する観光キャンペーン。ＪＲ東日本の

広告媒体の活用や旅行商品造成など、集中的な観光プロモーションを実施する。

本県では平成２６年１０月以来の実施となる。

（５）大規模イベント等を活用した観光ＰＲ事業（新規） ６，２３７千円

県が主催・共催する全国規模の大型イベントを活用して、観光パンフレット

等を事前配布する。

・イベント：ねんりんピック秋田２０１７

日本スポーツマスターズ秋田大会

３ 予算額 ８０，２０２千円

（１）秋田の観光創生推進会議負担金 ２５，０００千円

（負担金補助及び交付金）

（２）教育旅行誘致事業 １，１２１千円

①北海道教育旅行誘致事業 １，０１２千円

内訳 ・旅 費 ３２６千円

・役務費 ６千円

・委託料 ６７０千円

・使用料及び賃借料 １０千円

②首都圏等教育旅行誘致事業 １０９千円

（旅 費）

（３）隣県情報発信事業 ５，４８４千円

内訳 ・旅 費 １６０千円

・需用費 ２４０千円

・役務費 ８４千円

・委託料 ５，０００千円

（４）「秋田に行こう！」集中キャンペーン事業 ４２，３６０千円

①五能線開業８０周年活用誘客促進事業 ７，９３４千円

内訳 ・旅 費 ６６９千円

・需用費 ８０千円

・役務費 １００千円

・委託料 ７，０８５千円
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②地域連携誘客促進事業 ５，４１１千円

内訳 ・旅 費 ９８０千円

・需用費 ６０６千円

・役務費 １７２千円

・委託料 ３，６５３千円

③ＪＲ東日本重販活用ＰＲ強化事業 ２９，０１５千円

内訳 ・旅 費 ６６９千円

・需用費 １２０千円

・役務費 ２００千円

・委託料 ２８，０２６千円

（５）大規模イベント等を活用した観光ＰＲ事業 ６，２３７千円

（委託料）
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「日ＡＳＥＡＮ次官級交通政策会合」開催支援事業について【新規】

観光振興課

１ 目 的

平成２８年７月下旬に秋田市で開催される「日ＡＳＥＡＮ次官級交通政策会合」

に合わせて、歓迎レセプションやエクスカーション等を実施するほか、現地メディ

ア等を招聘して本県を広くＰＲすることにより、ＡＳＥＡＮ各国での認知度の向上

を図る。

２ 概 要

国土交通省と連携して、歓迎レセプションやエクスカーション等を実施するほ

か、現地メディア等を招聘して本県を広くＰＲする。

・開 催 日 平成２８年７月下旬（３日間）

・開 催 地 秋田市内ホテル

・参 加 者 各国交通担当省次官級、ＡＳＥＡＮ事務局等 ５０名程度

・視察内容 秋田内陸縦貫鉄道乗車体験

（ 予定 ） 五能線リゾートしらかみ新型車両「橅」乗車体験

角館の武家屋敷視察

電気バス「ＥＬＥＭＯ－ＡＫＩＴＡ」乗車体験 等

３ 予算額 ７，０９２千円

内訳 ・旅費 ５２５千円

・委託料 ６，５６７千円

※ＡＳＥＡＮ加盟国（１０ヵ国）

ブルネイ、カンボジア、インドネシア、マレーシア、ミャンマー、フィリピン

シンガポール、タイ、ベトナム、ラオス

＜参考＞ 平成２７年鹿児島県での開催状況

７月２７日 歓迎セレモニー、県主催歓迎レセプション

７月２８日 日ＡＳＥＡＮ次官級交通政策会合（新規プロジェクト提案・成果報告）

北川副大臣主催レセプション

７月２９日 エクスカーション（鹿児島市電・桜島フェリー 等）
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アンテナショップ運営事業について

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

首都圏の方々に対し秋田を売り込むとともに、県内の市町村や農林・商工団体、県内

事業者等が地域や県産品等に関する情報を受発信するための機会を提供するほか、バイ

ヤー向け試飲・試食会や秋田の食のＰＲイベントを開催するなど、アンテナショップの

情報受発信機能の充実や運営強化を図る。

２ 概 要

６７，７８３千円

（１）店舗及び店舗前広場等を活用した情報の受発信の強化 ７，６９８千円

・首都圏バイヤーを招聘した県産食材などの試飲・試食会（年３回）

・美彩館飲食スペースを活用した秋田の食や食文化などのＰＲイベント（年４回）

・店舗前の広場における物産・観光ＰＲイベント（年３回）

（２）アンテナショップの運営強化 １，７６５千円

・アンテナショップ運営協議会への参加、衛生指導・衛生講習会の実施

（３）店舗維持修繕費 １，２８８千円

（４）店舗賃料 ５７，０３２千円

※運営事業者からは、店舗の賃料分として２２，５７０千円を徴収している。

（参考）

３ 予算額 ６７，７８３千円

内 訳 ・報償費 ６００千円

・旅 費 ３，５０８千円

・需用費 １，７３０千円

・役務費 ２，４６３千円

・委託料 ２，４３０千円

・使用料及び賃借料 ５７，０５２千円

【レジ通過客数、売上額】

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度
H27年度

(H28.1月現在）
レジ通過客数(人) 6,858 142,833 139,854 136,194 138,931 143,270 159,317

 売上額（千円） 10,910 265,239 277,028 274,806 293,341 296,073 292,014

（内訳）物販 6,570 105,404 100,229 96,004 105,516 118,114 117,716

（内訳）飲食 4,340 159,835 176,799 178,802 187,825 177,959 174,298
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県産品販路拡大対策事業について

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

商談会の開催やＪＲとの連携により食品事業者等への販促機会を提供するとともに、

セミナー等の実施による販売力強化や消費者ニーズを反映させた商品開発を進め、県産

品の販路拡大を図る。

２ 概 要

（１）商談会型プロモーション事業 １５，１０９千円

県産食材マッチング商談会を秋田市と東京都で開催し、農産物から加工食品までの

幅広い県産品の売り込みを図る。

① 県産食材マッチング商談会【県内】

・開 催 時 期：平成２８年７月（期間は２日間）

※１日目は会場での商談会、２日目に現地商談会を実施。

・会 場：秋田テルサ体育館・講堂

・出展ブース：１１０ブース（事業者用ブース １００・ＰＲブース １０）

・来場予定者：県内外のホテル・レストラン・飲食店のシェフ、購買担当、

百貨店のバイヤー等 ３００人

・研 修 会：出展事業者を対象に成約率を高めるノウハウを習得する研修会を

秋田市で開催（１回）

② 県産食材マッチング商談会【首都圏】

・開 催 時 期：平成２９年１月（期間は１日間）

・会 場：秋葉原ＵＤＸ（東京都秋葉原駅前）

・出展ブース：５５ブース（事業者用ブース ５０・ＰＲブース ５）

・来場予定者：首都圏のホテル・レストラン・飲食店のシェフ、購買担当、

百貨店や中小規模の小売店のバイヤー等 ４００人

（２）販売力・商品力レベルアップ事業 ６，７７６千円

セミナー等により食品事業者等の商談や販売スキルの向上を図るとともに、消費者

ニーズに対応した新商品開発や販路拡大を促進する。

① 営業力向上アドバイザーによるスキルアップ

県内食品事業者等を対象に、商品力・営業力のスキルアップを図る。

・アドバイザー：流通分野専門家、商品開発専門家 各１名

② 特産品開発コンクールによる商品開発・販路拡大

新たな特産品を発掘するため、特産品開発コンクールを開催するとともに、受賞

者には補助金を交付し、販路拡大のための支援を行う。

・受賞者への補助金：食品部門、工芸部門 金賞300千円 × 各１点

③ ＪＲと連携した販売力強化対策
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秋田駅東西連絡自由通路（ぽぽろーど）においてチャレンジマルシェ（地域特産

品直売会）を開催し、販売上位商品については首都圏のＪＲとの連携イベントに出

品し、テスト販売等の実施により商品の改良につなげていく。

３ 予算額 ２１，８８５千円

（１）商談会型プロモーション事業 １５，１０９千円

内 訳 ・報償費 ２０千円

・旅 費 ７１９千円

・需用費 ７４千円

・役務費 ４１千円

・委託料 １４，１５８千円

・使用料及び賃借料 ９７千円

（２）販売力・商品力レベルアップ事業 ６，７７６千円

内 訳 ・報償費 ８５０千円

・旅 費 ２，５２７千円

・需用費 ４０千円

・役務費 ６２千円

・委託料 ２，２８４千円

・使用料及び賃借料 ４１３千円

・負担金補助及び交付金 ６００千円
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高品質販路開拓事業について【新規】

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

首都圏の百貨店や民間事業者と連携し、高品質な商品の開発やＰＲ等を行うとともに、

多様な流通チャネルの活用により県産品の販路開拓を図る。

２ 概 要

（１）百貨店連携型プロモーション事業 １０，４０４千円

首都圏大手百貨店との連携により、そのブランド力と情報発信力を最大限に活かし

た県産食材プロモーションを展開し、県産食材の販路拡大を図る。

① 三越伊勢丹と取り組む新上質定番商品の開発 ６，４５５千円

三越伊勢丹の新たな価値基準である「新上質定番」のコンセプト（いつも家庭

にある×秋田にしかできない×利用シーンの幅が広い）に合致した秋田県産商品

を、三越伊勢丹食品バイヤー、県内事業者とともに開発するほか、三越伊勢丹が

主催する県内ツアーを活用した県産食材等のＰＲを行う。

・プロジェクト対象商品 ４商品（県内４事業者）

（参考）三越伊勢丹との平成２７年度における新上質定番の開発

ガラスープの素、業務用鶏スープ、白だし、冷凍手まり寿司の４

商品を３月から三越伊勢丹基幹店（３店舗）で発売予定

② 西武池袋本店と取り組む新たなスタイルの秋田フェア ３，９４９千円

西武池袋本店のスイーツ、酒類、特産品、イートイン等の食品フロア全体を活

用するほか、伝統工芸品の展示も行う秋田フェアを開催する。

○運営チームによるフェア企画（テーマ、取扱食材、告知手法）の検討（４回）

・西武食品バイヤー（池袋本店・秋田店）、西武スイーツアテンダント、営業

力向上アドバイザー、県内事業者等による運営チーム

○秋田フェアの実施

・西武池袋本店食品フロアー（９月、１週間）

（２）東京でのお土産開発支援事業 ９，６３２千円

（株）生産者直売のれん会と連携し、県内事業者による東京で売れる新たなお土産

の開発支援を行う。

① 首都圏駅ナカ販売事業者との連携による新たなお土産開発と販路開拓

９，２００千円

○お土産開発支援事業者（補助対象者）の選定

○東京でのお土産品開発支援補助 １，０００千円×３件
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○お土産品の企画開発やパッケージデザイン等のアドバイス

○駅ナカで商品のテスト販売を実施

○テスト販売実績報告書のとりまとめと今後の販路開拓等のアドバイス

・委託先 （株）生産者直売のれん会

② 事務費 ４３２千円

（３）民間事業者と連携した新たな販路開拓事業 ７，２２２千円

多様なネットワークを保有する民間事業者（（株）フードワークス）と提携して、

秋田の食の売り込みや県産品の販路開拓を図る。

【（株）フードワークスが有するネットワーク網】

○自社の飲食店舗

[首都圏等４５店舗] 和食14店舗、洋食4店舗、アジアン・中華16店舗、

ファーストフード8店舗、惣菜店3店舗

［海外 ２店舗］ 銀座花蝶（シンガポール）、ベトナム花蝶（ベトナム）

○（株）フードワークスの取引先

[百貨店] 高島屋

[ホテル] リゾートトラスト(24施設)､プリンスホテル(55施設)

ダイワロイヤル(28施設)

[カフェレストラン] サンマルク（536店舗）

【包括協定の締結】

平成２８年３月末に（株）フードワークスとの「売り込み包括協定」を締結した

上で、販路開拓を図っていく。

３ 予算額 ２７，２５８千円

（１）百貨店連携型プロモーション事業 １０，４０４千円

内訳 ・旅 費 ２，８４０千円

・委託料 ７，５０６千円

・使用料及び賃借料 ５８千円

（２）東京でのお土産開発支援事業 ９，６３２千円

内訳 ・旅 費 ３１５千円

・需用費 ６０千円

・役務費 ２２千円

・委託料 ６，２００千円

・使用料及び賃借料 ３５千円

・負担金補助及び交付金 ３，０００千円
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（３）民間事業者と連携した新たな販路開拓事業 ７，２２２千円

内訳 ・旅 費 ８３９千円

・需用費 ３６０千円

・役務費 ６０千円

・委託料 ５，９６３千円
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大消費地販路開拓事業について【新規】

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

「アンテナショップの今後のあり方について」を踏まえ、民間事業者との連携などに

より、県産品の認知度向上や県外への販路開拓を図る。

２ 概 要

（１）飲食店等連携売り込み強化事業 ４，５４７千円

首都圏の本県ゆかりの飲食店と連携し、イベントの開催や県産品のＰＲ、観光情報

の発信を行うなど、首都圏での秋田の売り込み強化を図る。

・連携する飲食店

アンテナ酒場（６事業者、１２店舗）

※アンテナ酒場：首都圏等で県産食材を積極的に提供、使用する本県ゆかりの

飲食店（席数概ね３０席以上）

・事業内容

秋田フェアの開催、ガイドブックの作成、スタンプラリー など

・委託先

公募により選定（県内事業者）

（２）関西及び九州地域売り込み強化事業 ８，４６３千円

関西及び九州地域において、県産品の販路拡大を図るため、バイヤー招聘による商

品発掘や、百貨店、スーパーでの秋田フェア、日本酒・県産品の試飲試食会を開催す

る。

〈関西地区〉

大阪アンテナショップの運営事業者であった（株）大近と（株）秋田県物産振興

会の取引ルートを活用して、県産品の販路拡大を図る。

・（株)大近スーパーでの秋田フェア（直営店２０店舗）

・バイヤー招聘による関西で販売する新商品の発掘、アドバイス

・委託先 （株）秋田県物産振興会

〈九州地区〉

百貨店や福岡アンテナショップ内において、日本酒や県産品の試飲試食会を開催

し、県産品の販路拡大を図る。

・百貨店での秋田フェア（年１回、３日間）

・アンテナショップでの試飲会（年２回、各２週間）

・委託先 （株）秋田県物産振興会
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３ 予算額 １３，０１０千円

（１） 飲食店等連携売り込み強化事業 ４，５４７千円

内 訳 ・報償費 ２１０千円

・旅 費 ７０８千円

・需用費 １９２千円

・役務費 ９８千円

・委託料 ３，３２７千円

・使用料及び賃借料 １２千円

（２）関西及び九州地域売り込み強化事業 ８，４６３千円

内 訳 ・報償費 １２０千円

・旅 費 １，４０３千円

・需用費 １００千円

・役務費 ４７０千円

・委託料 ６，３５５千円

・使用料及び賃借料 １５千円
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総合食品研究センター施設・設備整備費について

秋田うまいもの販売課

１ 目 的

県内企業の魅力ある商品開発への技術的支援や研究活動の円滑な推進を図るため、

総合食品研究センターの研究・分析機器を整備する。

２ 概 要

（１）事業内容

総合食品研究センター中長期計画に基づく研究機器の整備を行う。

（２）購入機器 ３２，４４５千円

① 食品中の生理機能性成分定量システム １１，８８０千円

・ワインや野菜類などの含有ポリフェノール類の一斉分析により抗酸化性機能

の解析を行う機器。

② 元素分析装置 ９，７８５千円

・清酒、味噌・醤油などの原料米や食品に含まれるタンパク質含有量を測定

する機器。

③ 熱分析装置 ５，９４０千円

・米菓生地のコメや、そば、大豆などに含まれるデンプンの消化性質を計測す

る機器。

④ 小型スプレードライヤー １，７９９千円

・醤油やしょっつるなどの液体試料の粉末化に使用する機器。

⑤ 全自動精米機コントローラーユニット ２，６５４千円

・酒米用精米機の運転を自動制御する機器。

⑥ インクジェットプリンター ３８７千円

・技術成果等の広報資料を制作する機器。

３ 予算額 ３２，４４５千円

内 訳 ・需用費 ２，６５４千円

・備品購入費 ２９，７９１千円
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【参考 イメージ図】

②元素分析装置

①食品中の生理機能性

成分定量システム ④小型スプレー

ドライヤー

③熱分析装置
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広域交通ネットワーク維持・誘客促進事業について

交通政策課

１ 目 的

交流人口の拡大や、本県の産業・経済の活性化に必要不可欠な広域交通ネットワーク

を維持するため、航空会社と連携して空港利用を促進するとともに、秋田空港及び大館

能代空港利用促進協議会並びに秋田県環日本海交流推進協議会を通じて実施する誘客促

進策や情報発信等を充実・強化する。

２ 概 要

（１）広域交通ネットワーク誘客促進事業 ９，８５２千円

① 大館能代空港利用促進事業 ８，８００千円

大館能代空港の利用促進のため、大館能代空港利用促進協議会と連携して、旅行

商品の造成を支援するほか、企業の従業員等を対象とした誘客促進策を実施する。

ア 路線を利用する旅行商品の造成経費や貸切バス借上料への助成

・助成対象 大館能代空港を利用する旅行商品を造成する旅行会社

・造成経費 定額補助、上限１０万円（ただし、内陸線等を利用する場合

は２０万円）

・貸切バス借上料 借上料の１／２ 上限１０万円／台（県内に１泊）

上限１５万円／台（県内に２泊以上）

イ 民間事業者を活用した誘客プロモーション

企業の福利厚生事業の代行を行う事業者の会報やホームページ上で、大館能代

空港の周辺観光情報を盛り込んだ割引旅行商品等を掲載

ウ レンタカー利用促進キャンペーン

レンタカーを１泊以上利用する者に対し、利用日数に応じて空港ターミナルビ

ルで利用できる利用券（２，０００円～３，０００円）をプレゼント

② フェリー秋田航路維持・誘客促進事業 １，０５２千円

フェリー秋田航路の利用促進のため、秋田県環日本海交流推進協議会と連携して、

誘客促進策を実施する。

ア 誘客促進活動（就航地でのＰＲイベントの実施等）

イ 航路を利用する旅行商品の造成経費への助成

・助成対象 フェリー秋田航路を利用する旅行商品を造成する旅行会社

・造成経費 定額補助、上限５万円
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（２）空港利用者拡大促進事業【新規】 ２，１０６千円

航空会社や市町村（横手市、美郷町）との連携により、地域資源を活用した旅行商

品を造成するとともに、ＷＥＢサイトで重点的なＰＲを行い、誘客を促進する。

・ＰＲ期間 平成２８年５月～７月

（３）秋田空港利用促進協議会負担金 １，０３０千円

秋田空港利用促進協議会へ負担金を拠出し、東京線の早朝便をはじめとした路線の

利用促進策を展開する。

（４）大館能代空港利用促進協議会負担金 ２，５７５千円

大館能代空港利用促進協議会へ負担金を拠出し、主として送客促進策を展開する。

３ 予算額 １５，５６３千円

（１）広域交通ネットワーク誘客促進事業 ９，８５２千円

（負担金補助及び交付金）

（２）空港利用者拡大促進事業 ２，１０６千円

（役務費）

（３）秋田空港利用促進協議会負担金 １，０３０千円

（負担金補助及び交付金）

（４）大館能代空港利用促進協議会負担金 ２，５７５千円

（負担金補助及び交付金）
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奥羽・羽越新幹線整備促進事業について【新規】

交通政策課

１ 目 的

奥羽・羽越新幹線の整備促進に向けて、市町村、関係団体等と意識の共有を図りなが

ら、活動推進の体制づくり等を進め、県民一体となって取り組んでいくための機運を醸

成する。

２ 概 要

（１）整備促進に向けた環境整備 ７８５千円
ア 市町村、関係団体と整備に向けた機運の醸成方法や課題等についての研究会の
開催
イ 県民参加型のシンポジウムの開催
ウ 県、市町村、関係団体等からなる奥羽・羽越新幹線早期整備期成同盟会（仮称）
の設立
エ 関係各県と連携を図るための担当課長による検討会の実施

（２）ＰＲ・広報活動や整備促進のための要望活動の実施 ４５０千円
県民運動としての機運の醸成を図るため、パンフレットを作成して広報活動を行う

ほか、国、ＪＲ東日本等への要望活動を実施する。

３ 予算額 １，２３５千円

内 訳 報償費 ２００千円

旅費 ３２８千円

需用費 ３３８千円

役務費 ２１千円

使用料及び賃借料 ３４８千円

【参考】奥羽・羽越新幹線路線図及び基本計画

○路線図（イメージ） ○昭和 48年 11月 15日 運輸省告示第 466号
による基本計画

（奥羽・羽越新幹線部分抜粋）

路線名 起点 終点 主な経過地

羽越新幹線 富山市 青森市 新潟市附近

秋田市附近

奥羽新幹線 福島市 秋田市 山形市附近

【奥羽新幹線建設促進同盟会 平成 27年度総会資料から作成】
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バス関連予算について

交通政策課

１ 目 的

地域住民の生活に必要不可欠なバス路線等の運行を確保するとともに、地域公共交通

の潜在的な需要を掘り起こし、人口減少社会においても持続可能な地域公共交通網を形

成する。

２ 概 要

（１）地方バス路線維持事業 ９８，９２５千円

広域的・幹線的な生活交通バス路線を維持するため、国と協調してバス事業者に

対し運行費等を助成する。

・補 助 率 国１／２（会社への直接補助） 県１／２

・補助対象 運行経費：対象路線 ２２系統

車両減価償却費等：対象車両 バス車両１両

（２）生活バス路線等維持事業 １７９，７９６千円

地域内の生活交通を確保するため、県が市町村に対して運行費等を助成する。

① 生活バス路線等維持費補助金 ７１，１４０千円

市町村が助成している生活バス路線の運行経費に対して、県が助成する。

・補 助 率 県１／２、３／８、１／８（平均乗車密度
※
により３段階）

・補助対象 運行経費：対象路線 ９０系統

※ 起点から終点まで平均して乗客が何人いるかを算出した数値

② マイタウン・バス運行費等補助金 ７０，９１８千円

市町村が運営しているコミュニティバス等の運行経費等に対して、県が助成す

る。

・補 助 率 県１／２、１／４（平均乗車密度により２段階）

・補助対象 運行経費：対象路線 １１９系統

車両購入費：対象車両 バス車両１両、普通自動車１両

③ 地域内フィーダー系統確保維持費補助金【新規】 ３７，７３８千円

市町村が運営又は助成している地域内フィーダー系統について、対象路線の補

助対象経費に１／２を乗じた額より当該市町村の国庫補助上限額が下回った場合、

その差額を県が助成する。

・補 助 率 定額

・補助対象 ７市（８９系統）
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（３）新たな地域公共交通推進モデル事業【新規】 １，４００千円

公共交通の利用促進に向けて、民間団体等が新たに取り組む公共交通への付加価値

や後押しとなる事業に対して支援する。

種 別 補助額等 事業例

・補助額：定額 ・学生等の視点による公共

上限２００千円（２件）交通活性化の企画

Ⅰ 民間団体支援型 ・補助対象： ・自治会運営によるデマン

ＮＰＯ法人、自治会、 ド型タクシーの導入

任意団体等

・補助額：定額 ・路線バスによる酒蔵等を

Ⅱ 市町村・交通事 上限５００千円（２件）めぐるモデルプランの作成

業者等支援型 ・補助対象： ・児童生徒を対象としたモ

市町村、活性化法定協 ビリティマネジメントの実

議会、バス事業者 施

３ 予算額 ２８０，１２１千円

（１）地方バス路線維持事業 ９８，９２５千円

（負担金補助及び交付金）

（２）生活バス路線等維持事業 １７９，７９６千円

（負担金補助及び交付金）

（３）新たな地域公共交通推進モデル事業 １，４００千円

（負担金補助及び交付金）
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(2)② マイタウン･バス運行費等補助金 
   
 【対象】 支線 
    
 【要件】 市町村が運営 
      (民間路線バス撤退後の代替交通等)     
   
 【補助率】平均乗車密度１人以上 １／２ 
  
      
 平成３１年度までの措置 

(1) 地方バス路線維持事業（国と協調補助） 
   
 【対象】 幹線（例：本荘秋田線など都市間を結ぶ路線） 
   
 【要件】 民間バス事業者が運営 
      一定以上の輸送量（平均乗車密度×１日運行回数≧１５人） 
   
 【補助率】１／２ 
       

(2)① 生活バス路線等維持費補助金 
   
 【対象】 支線（幹線以外の路線。例：秋田      
         駅を起点とする市内路線） 
 
 【要件】 民間バス事業者が運営 
      市町村が運行費を助成 
      平均乗車密度 
       市町村内運行   ３人以上 
       複数市町村間運行 １人以上 
   
 【補助率】平均乗車密度５人以上 １／２ 
        ５人未満３人以上  ３／８ 
        ３人未満１人以上 １／８ 

(2)③ 地域内
フィーダー系統確
保維持費補助金 
【新規】 
   
【対象】 支線 
 
【要件】 
 国の地域内フィー
ダー系統補助の対象※ 
となるもの 
 
     
【補助率等】 
 補助対象経費の 
１／２と国補助上限 
額の差額 

大 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

輸
送
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小 

バス運行費に係る県補助制度 

交通政策課 

【参考資料】 

※国補助の要件：幹線に接続し、かつ新規に運行を開始するもの 
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秋田内陸縦貫鉄道関連予算について

交通政策課

１ 目 的

秋田内陸線の持続的運行のため、会社経営の安定化と安全運行の確保に加え、利用促

進に向けた取組を引き続き進めていく。

２ 概 要

（１）鉄道軌道輸送対策事業 １７４，２１５千円

鉄道の安全対策等に係る施設改修等に対し国と協調して助成する。

・整 備 内 容 レール交換、枕木交換、軌道整備、車両検査等

・負 担 割 合 国１／３（※）、県１／３、基金１／３

※会社への直接補助

（２）第三セクター鉄道設備整備事業 ２７，０３１千円

鉄道橋梁の長寿命化等を図るため、橋梁の修繕や補強に対し助成する。

・対 象 箇 所 双子沢橋梁ほか２橋の補修

・負 担 割 合 国１／３、県１／３、基金１／３

（３）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 ３７３千円

鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため、基金運用益（受取利息）を基金

に積み立てる。

（４）地方鉄道運営費補助事業 ５０，０００千円

会社運営に必要な費用の一部を助成する。

・負 担 割 合 県：０.５億円、２市：１.５億円

（５）第三セクター鉄道利用促進事業 ４，８４６千円

① 三セク鉄道利用促進事業 ３，４４６千円

県市協働組織「秋田内陸活性化本部」を事務局とする協議会への負担金。

イベントＰＲやマスコミを活用した利用促進事業などを展開する。

② 「秋田内陸線の旅」制作事業 １，４００千円

内陸線沿線の観光・食・イベント情報等を掲載したパンフレットを、沿線市及び

大館市、弘前市と連携して作成する。パンフレットはＪＲ東日本と連携し、首都圏

ＪＲ駅等に配置する。

３ 予算額 ２５６，４６５千円

（１）鉄道軌道輸送対策事業 １７４，２１５千円

（負担金補助及び交付金）

（２）第三セクター鉄道設備整備事業 ２７，０３１千円

（負担金補助及び補助金）
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（３）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 ３７３千円

（積立金）

（４）地方鉄道運営費補助事業 ５０，０００千円

（負担金補助及び交付金）

（５）第三セクター鉄道利用促進事業 ４，８４６千円

内 訳 ・旅 費 ２６２千円

・負担金補助及び交付金 ４，５８４千円
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由利高原鉄道関連予算について

交通政策課

１ 目 的
鳥海山ろく線の持続的運行のため、会社経営の安定化と安全運行の確保に加え、利用

促進に向けた取組を引き続き進めていく。

２ 概 要
（１）鉄道軌道輸送対策事業 ３２，００２千円

鉄道の安全対策等に係る施設改修等に対し国と協調して助成する。
・整 備 内 容 防雪柵設置、道床交換、車両検査等
・負 担 割 合 国１／３（※）、県１／３、基金１／３

※会社への直接補助

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 １０６千円
鉄道の維持確保及び経営基盤の安定化を図るため、基金運用益（受取利息）を基金

に積み立てる。

（３）地方鉄道運営費補助事業 １８，０００千円
会社運営に必要な費用の一部を助成する。
・負 担 割 合 市：会社に対し、27年度経常損失見込額（80,000千円）を補助

県：市に対し、市の負担額の1/4以内かつ18,000千円を上限に補助

（４）第三セクター鉄道利用促進事業
三セク鉄道利用促進事業 １，０００千円
県、市、会社、商工会等で構成する「鳥海山ろく線運営促進連絡協議会」へ負担金

を拠出し、首都圏等での誘客活動を強化する。

３ 予算額 ５１，１０８千円

（１）鉄道軌道輸送対策事業 ３２，００２千円
（負担金補助及び交付金）

（２）第三セクター鉄道運営助成基金積立金 １０６千円
（積立金）

（３）地方鉄道運営費補助事業 １８，０００千円
（負担金補助及び交付金）

（４）第三セクター鉄道利用促進事業 １，０００千円
（負担金補助及び交付金）
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文化による地域の元気創出事業について

文化振興課

１ 目 的

平成２７年３月策定の「あきた文化振興ビジョン」に基づき、地域の文化資源を活

用した文化事業を実施するほか、特色ある文化事業を展開する文化団体の取組に対す

る支援などを通じ、文化の力で秋田の元気創造を図っていく。

２ 概 要

（１）あきたアートプロジェクト事業 ３，５３６千円

秋田市中心市街地において、アートと音楽の力で地域の活性化を図る事業を実施

する。

①あきたの美術 １，５３６千円

県内の若手作家から美術指導者など、様々なアーティストの優れた作品を集めた

展覧会を開催し、県民に質の高い芸術鑑賞の機会を提供する。

・実施期間 平成２８年１０月２９日（土）～１１月６日（日）

・場 所 県立美術館県民ギャラリー

②音楽によるにぎわいづくり ２，０００千円

秋田駅周辺、エリアなかいち、大町等の約１２カ所を会場に、ジャズ、ポップス、

ロック、吹奏楽、合唱、民謡など、プロ・アマ問わず様々なジャンルで開催される

大規模屋外音楽イベント「Akita Music Festival２０１６」を支援する。

・実施期間 平成２８年９月上旬

・場 所 エリアなかいちほか

・実施主体 Akita Music Festival実行委員会

・事 業 費 ７，０００千円

・補 助 額 ２，０００千円

（２）舞踊・舞踏フェスティバル開催事業 ４０，０００千円

「第１回石井漠・土方巽記念国際ダンスフェスティバル」を開催し、海外から招

へいする舞踊・舞踏家と県内の舞踊団体による公演等を行い、ダンスの聖地秋田を

目指しながら、世界へ発信する。

・実施期間 平成２８年１０月～１１月

・場 所 秋田市文化会館ほか

・実施主体 石井漠・土方巽 国際ダンスフェスティバル実行委員会

・事 業 費 ６０，０００千円

・負担内訳 県１０，０００千円、国３０，０００千円、

秋田市５，０００千円、その他１５，０００千円

（３）秋田の文化を築いた先人に光をあてる事業 ５，０００千円

秋田の先人の偉業をテーマにしたミュージカル「石川理紀之助（仮称）」を公演

し、県内の子どもたちをはじめとした多くの県民に質の高い舞台芸術に触れる機会
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を提供することで、郷土への誇りや愛着、本県文化への理解を深める。

・実施期間 平成２８年１１月～平成２９年２月

・場 所 にぎわい交流館３階多目的ホール

・実施主体 ミュージカル「石川理紀之助」公演実行委員会（仮称）

・事 業 費 ８８，７８８千円

・負担内訳 県５，０００千円、 国４３，７８８千円、

秋田市５，０００千円、その他３５，０００千円

（４）文化による地域の元気創出事業補助金 １５，１２０千円

国民文化祭の成果を継承し、さらに文化団体の活動の活発化を図るため、文化団

体等が実施する地域の文化資源を活かした交流人口の拡大に資する取組や、芸術性

に富んだ特色ある取組を支援し、地域の活性化につなげていく。

①補助対象事業

・東北規模、全国規模の文化事業

・交流人口の拡大に資する文化事業

・伝統と現代の融合など、異なるジャンル間の連携事業

・芸術性に富んだ特色ある文化事業 等

②補助対象事業者

文化団体等

③補助額

補助率：２／３（一団体あたり補助額 概ね１００～３００万円）

（５）県・市連携による地域文化発信事業【新規】 ７８，６５３千円

市町村との協働により、地域の文化資源を活用した交流人口の拡大を図っていくこ

とで、地域の活性化につなげる取組を推進する。

①「新・秋田の行事（仮称）」開催事業 ６３，５５５千円

本県を代表する伝統芸能が一堂に会し、披露することにより、伝統芸能や伝統行

事を次世代に伝えていくとともに、地域の活力創造を図っていく。

・実施期間 平成２８年１０月２９日（土）～３０日（日）

・場 所 大館市

・実施主体 「新・秋田の行事」実行委員会（仮称）

・事 業 費 ８０，０００千円

・負担内訳 県２０，０００千円、国４０，０００千円、

大館市１０，０００千円、協賛金等１０，０００千円

②国際花火シンポジウム開催支援事業 １０，０００千円

平成２９年４月開催予定の国際花火シンポジウムに向けて、平成２８年度に実施

する開催１年前プレイベントに要する経費の一部を支援する。

・実施期間 平成２８年４月２９日（金・祝）

・場 所 大仙市

・実施主体 国際花火シンポジウム実行委員会（仮称）

・事 業 費 ５７，０２４千円

・負担内訳 県１０，０００千円、国２８，５１１千円、

大仙市１８，５１３千円
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第１６回国際花火シンポジウム

○日 程 平成２９年４月２４日（月）～２９日（土）

○概 要

・世界各国の花火関係者（研究者、製造業者、花火イベントのプロモーター等）が一堂に

会する国際会議である。概ね２年に１度開催され、カナダにある「国際花火シンポジウ

ム協会（ＩＳＦＳ）」が運営する。

・花火に関する技術や安全性・芸術性の研究発表（シンポジウム）、花火関係者による新商

品の発表・商談（トレードショー「見本市」）、現地実行委員会が観光ツアーを実施し、

連日花火を打ち上げる予定である。

・海外からのシンポジウム参加者は、400～500名、家族を含め600～700名を想定している。

③にかほ市プロジェクト支援事業 ５，０９８千円

にかほ市出身の木版画家池田修三の展覧会を首都圏で開催し、「秋田のたから」

を全国に発信するとともに、地元象潟において市内５０箇所程度を会場とする「象

潟まちびと美術館」を開催する。

・実施期間 平成２８年４月～１２月

・場 所 にかほ市

・実施主体 にかほ市プロジェクト実行委員会（仮称）

・事 業 費 ２０，０００千円

・負担内訳 県５，０００千円、国１０，０００千円、

にかほ市５，０００千円

３ 予 算 額 １４２，３０９千円

（１）あきたアートプロジェクト事業 ３，５３６千円

内 訳 ・報償費、旅費、需用費、役務費 １，３７１千円

・使用料及び賃借料 １６５千円

・負担金補助及び交付金 ２，０００千円

（２）舞踊・舞踏フェスティバル開催事業 ４０，０００千円

（負担金補助及び交付金）

（３）秋田の文化を築いた先人に光をあてる事業 ５，０００千円

（負担金補助及び交付金）

（４）文化による地域の元気創出事業補助金 １５，１２０千円

内 訳 ・報償費、旅費、需用費 １２０千円

・負担金補助及び交付金 １５，０００千円

（５）県・市連携による地域文化発信事業 ７８，６５３千円

内 訳 ・共済費、賃金 １，９２８千円

・旅費、需用費、役務費等 １，６０４千円

・使用料及び賃借料 １２１千円

・負担金補助及び交付金 ７５，０００千円
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文化施設整備推進事業について

文化振興課

１ 目 的

本年度策定する整備方針を踏まえ、現況測量調査を実施した上で、具体

的な施設機能や施設配置案、整備スケジュールなどで構成する整備計画を

取りまとめる。

２ 概 要

（１）現況測量調査 ３，５９３千円

施設配置案の作成に向けて、建設候補地である県民会館所在地の測量を

実施する。

（２）整備計画の策定 ７，１２８千円

① 県・市が公募型プロポーザル方式により事業者を選定

② 事業者原案をベースに県市が調整し整備計画素案を策定する。これを

もとに県北、中央、県南地区での県民との意見交換会や文化団体等の意

見聴取を実施

③ 意見聴取等を踏まえ、平成２８年９月議会に整備計画（案）を示す。

（３）推進事務費 １，１５２千円

国との打ち合わせや文化団体等との意見交換に要する旅費、資料作成等。

〈整備計画の主な内容〉

○主な施設の具体的な内容

○主な施設の配置案

○整備スケジュール

○概算事業費

○整備手法や運営管理のあり方 等

３ 予算額 １１，８７３千円

（１）現況測量調査 ３，５９３千円

（委託料）

（２）整備計画の策定 ７，１２８千円

（委託料）

（３）推進事務費 １，１５２千円

内 訳 ・報償費 ３０千円

・旅費 ９８７千円

・需用費、食糧費、役務費 １３５千円

※ 現況測量及び整備計画策定業務委託に要する経費は、秋田市も同額を予

算計上している。
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秋田のトップスポーツチーム応援事業について

スポーツ振興課

１ 目 的

県内のトップスポーツチームへの支援による本県の情報発信、にぎわいの創出を図る

ため、各チームのユニフォーム等への本県キャッチフレーズの掲出による情報発信事業

等を行う。

２ 概 要

（１）トップスポーツチームを活用した情報発信事業 ３０，３３２千円

① 各チームのユニフォーム等による本県の情報発信 ２９，０００千円

各チームのユニフォームや試合会場等に本県のキャッチフレーズ等を掲出するこ

とにより、県内外に本県の情報発信を行う。

【対象チーム】

・秋田ノーザンハピネッツ １１，０００千円

・ブラウブリッツ秋田 １１，０００千円

・秋田ノーザンブレッツ ７，０００千円

② ＴＫｂｊリーグ有明ファイナルズ応援・情報発信事業 １，３３２千円

ＴＫｂｊリーグ有明ファイナルズ会場において、秋田県ブースを出展し、秋田県

の情報発信を行う。

（２）秋田ノーザンハピネッツホームアリーナ整備支援事業【新規】１８０，０００千円

男子プロバスケットボール新リーグ（Ｂリーグ）１部に参入する秋田ノーザンハ

ピネッツのホームアリーナとなる秋田市立体育館について、秋田市が行う整備を支

援する。

・整備主体 秋田市

・整備内容 手動式移動仮設席購入、ピロティ等改修

・総事業費 ３６０，０００千円

・補 助 率 １／２

・補助上限 １８０，０００千円

※１部参入要件を満たすためのホームアリーナ席（５，０００席）内訳

固定席 ２，４６８席

手動式移動仮設席 １，６８０席

その他（アリーナ席・立見席） ８５２席

合 計 ５，０００席
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３ 予算額 ２１０，３３２千円

（１）トップスポーツチームを活用した情報発信事業 ３０，３３２千円

内 訳 ・報償費 ４０千円

・旅費 ２９２千円

・需用費 １９０千円

・委託費 ８１０千円

・負担金補助及び交付金 ２９，０００千円

（２）秋田ノーザンハピネッツホームアリーナ整備支援事業 １８０，０００千円

（負担金補助及び交付金）
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スポーツ王国創成事業について

スポーツ振興課

１ 目 的

「スポーツ立県あきた」を推進するため、各競技団体の選手強化対策を支援するとと

もに、ジュニア期からの一貫指導体制の確立を目指すことにより、本県スポーツの競技

力向上を図る。

２ 概 要

（１）スポーツ王国づくり強化事業 ２１２，３５７千円

① 選手強化対策等への支援 １１０，０００千円

競技団体が実施する選手強化対策に対して助成する。なお、平成２８年度から、

１７競技団体に対して重点的な支援を行う。

・補助対象 県内４１競技団体

② スポーツ医科学サポート １８，２５０千円

選手に対する医科学サポートを県スポーツ科学センターにおいて実施する。

③ 競技力向上対策の実施 ８４，１０７千円

選手の育成・強化のための諸施策や競技団体への指導など、県体育協会と連携し

た競技力向上対策等を実施する。

・委託及び助成先（予定） （公財）秋田県体育協会

（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業 ６，３５３千円

オリンピック等で活躍できるトップアスリートを輩出するため、ジュニア期から優

れた素質を有する選手の発掘を行い、中央競技団体と連携しながら一貫指導による育

成・強化を実施する。

・対象競技 フェンシング、スピードスケート、ライフル射撃

（３）ジュニアアスリート強化事業 ６３，７２３千円

① ジュニア期からの一貫指導体制の構築 ２７，７２３千円

県体育協会へのジュニア育成アドバイザーの配置（２名）や、各競技団体が実施

するジュニア強化事業に対する助成（３４競技団体）のほか、中学生強化選手に対

する高等学校強化拠点校と連携した強化練習や研修の実施により、ジュニアアスリ

ートの資質や競技力の向上を図る。

② 高等学校強化拠点校への支援 ３６，０００千円

高等学校強化拠点校が実施する強化練習・合宿や、競技団体と連携した合同練習

などに対して助成する。

・高等学校強化拠点校 １５競技延べ２０校
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３ 予算額 ２８２，４３３千円

（１）スポーツ王国づくり強化事業 ２１２，３５７千円

内 訳 ・人件費 ６，５８５千円

・報償費 ３，６６０千円

・旅費 ３，６８４千円

・需用費等 ４，３２１千円

・委託料 ７９，８０７千円

・負担金補助及び交付金 １１４，３００千円

（２）アスリート輩出のためのタレント発掘事業 ６，３５３千円

内 訳 ・報償費 ４８０千円

・旅費 ４，６９２千円

・需用費等 １，１８１千円

（３）ジュニアアスリート強化事業 ６３，７２３千円

内 訳 ・委託料 １０，２４３千円

・負担金補助及び交付金 ５３，４８０千円
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県有体育施設整備・改修事業について

スポーツ振興課

１ 目 的

県有体育施設について、利用者の安全・安心を確保するとともに、各種競技大会の開

催に支障を来さぬよう施設・設備の整備・改修を実施する。

２ 概 要

（１）県有体育施設整備・改修事業 ４６，０５０千円

① 県立総合プール設備更新 １４，８４５千円

不具合が生じている入退場管理システムを更新する。また、競技規則の改正に伴

いバックストロークデバイス（背泳ぎ用のスタート台装置）を整備する。

② 県立スケート場冷凍機エンジン補修 １０，０６４千円

部品の経年劣化が生じている冷凍機のエンジン全６機のうち２機のオーバーホー

ルを行う。

（平成２７年度１機オーバーホール済み）

③ 県立総合射撃場射撃的昇降機改修 ２，１３７千円

ライフル射撃場の標的を設置するための昇降機が腐食し、機器落下の恐れがある

ことから、全２６台のうち１１台を改修する。

（平成２７年度１５台改修済み）

④ 排除汚水量用水道メーター更新 ４，９５６千円

総合プール等の下水道料金算出用水道メーターが計量法に規定されている有効期

間を経過することから、全１０個（総合プール６、武道館２、野球場２）を更新す

る。

⑤ 県立武道館屋内相撲場土俵改修 ５，５７８千円

ひび割れや凹凸が生じている土俵を改修する。

⑥ 大潟村漕艇場艇庫用地買収 ４，３６９千円

（公社）秋田県農業公社より借用している艇庫敷地について、借用期間満了に伴

い当該地を買収する。

⑦ 県有体育施設備品更新 ４，１０１千円

耐用年数が経過した備品を更新する。（野球場整備用トラクター１台、体育館養

生マット１０枚・卓球台５台、スポーツ科学センターエアロバイク２台）

（２）県有体育施設基幹設備改修事業 ７２，２２０千円

① 県立総合プール軒天井補強 １３，０５９千円

メインプールの軒天井について、アルミパネルを止めているビスの劣化によりパ

ネル落下の危険が生じていることから、落下防止のため補強工事を行う。
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② 大館樹海ドーム煙突修繕 ４８，０９２千円

ディーゼル発電機及び暖房用ボイラーの排気設備である煙突について、内部の断

熱材が剥がれ落ち、排気に支障が生じていることから、修繕工事を行う。

③ 大館樹海ドーム外部斜柱改修 １１，０６９千円

ドームを支える主要構造物である外部斜柱表面に落雪・雨水によるひび割れ等が

発生していることから、全８６本のうち２３本を改修する。

（平成２７年度４０本改修済み）

（３）県立野球場大規模改修事業 １２，２５０千円

① 観客席膜屋根鉄骨塗装工事設計業務委託 ７，１２３千円

内野観客席膜屋根の鉄骨塗装（耐火性フッ素塗装）が複数箇所で剥がれ落ち、鉄

骨に錆が生じていることから、塗装の落下防止及び鉄骨の腐食防止のため、塗装工

事に向けた設計を行う。

（平成２９年度工事予定）

② グラウンド改修工事測量設計業務委託 ５，１２７千円

土、天然芝、人工芝に排水不全や凹凸、へたりが生じていることから、全面的な

改修工事に向けた測量及び設計を行う。

・内野土更新

・外野天然芝更新

・内野ファールゾーン人工芝更新

（平成２９年度工事予定）

３ 予算額 １３０，５２０千円

（１）県有体育施設整備・改修事業 ４６，０５０千円

内 訳 ・委託料 ９，７９６千円

・工事請負費 ２２，３８１千円

・備品購入費 １０，４５２千円

・公有財産購入費 ３，４２１千円

（２）県有体育施設基幹設備改修事業 ７２，２２０千円

内 訳 ・委託料 ２，９７５千円

・工事請負費 ６９，２４５千円

（３）県立野球場大規模改修事業 １２，２５０千円

（委託料）
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２０２０プロジェクト推進事業について

スポーツ振興課

１ 目 的

２０２０東京オリンピック・パラリンピックや２０１９ラグビーワールドカップ等に

参加する国内外選手団の本県への事前合宿招致に向け、日本オリンピック委員会（ＪＯ

Ｃ）等の関係団体や県内市町村と連携し、誘致プロモーション等を実施する。

２ 概 要

（１）２０２０プロジェクトチーム活動費 １３，６８３千円

ＪＯＣ等関係団体からの情報収集や県内市町村との連絡調整を行うとともに、コ

ネクションを活用し、タイのバドミントンやフィジーのラグビーなど事前合宿誘致

に向けたプロモーションを展開する。

（２）オリンピック・ムーブメント啓発事業 ５，８８６千円

オリンピアンによる県内中学生対象の教室を開催し､オリンピック･ムーブメント

を推進するとともに、誘致ターゲット競技を主とした国内トップスポーツ大会の開

催を支援し、２０２０東京オリンピック･パラリンピック大会への機運醸成を図る｡

３ 予算額 １９，５６９千円

（１）２０２０プロジェクトチーム活動費 １３，６８３千円

内 訳 ・報償費 ４００千円

・旅 費 ８，１８３千円

・委託料 ５，０００千円

・負担金補助及び交付金 １００千円

（２）オリンピック・ムーブメント啓発事業 ５，８８６千円

内 訳 ・報償費 ２８０千円

・旅 費 １０６千円

・負担金補助及び交付金 ５，５００千円

（参 考） Ｈ２７年度の取組実績

・タイバドミントンチーム（Ｕ－１７）のプレ合宿の受入

・タイバドミントン協会との継続的な交流に関する基本合意の締結

・県と美郷町の共同申請によるホストタウン登録

・女子ラグビーセブンズ競技全国大会の開催支援

・オリンピック教室の開催(中学校５校･･･神代、桧木内、五城目第一、比内、横手北)
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日本スポーツマスターズ２０１６秋田大会開催事業について【新規】

スポーツ振興課

１ 目 的

競技志向の高いシニア世代を対象としたスポーツの全国大会である「日本スポーツマ

スターズ２０１６秋田大会」を開催し、全国から来県する約８０００人の選手・役員に

対し、秋田の魅力を売り込むとともに、スポーツによる交流人口の拡大により地域活性

化を図る。

２ 概 要

実施主体となる実行委員会の開催経費を負担をする。

３ 実施主体

「日本スポーツマスターズ２０１６秋田大会実行委員会」

構成団体：（公財）日本体育協会、秋田県、（公財）秋田県体育協会、

県競技団体、開催市町、その他関係団体

４ 予算額 ３０，９７６千円

（負担金補助及び交付金）

（総事業費：32,476千円、うち県30,976千円、日体協1,000千円、県体協500千円）

※大会総事業費

各競技の実施は、実行委員会事業とは別に、各競技団体が（公財）日本体育協

会助成金や大会参加料、企業等協賛金等により行うが、これを含めた総事業費は

約２億１千万円となる見込みである。

５ 支出内訳（実行委員会事業）

競技会運営助成費 １１，４１０千円

広報宣伝費 ６，４２２千円

前夜祭・おもてなし費 ６，５３４千円

スポーツ教室等開催費 ６，２４７千円

日韓交流スポーツ事業費 ６９１千円

総務費等 １，１７２千円 計３２，４７６千円

-47-



大会日程と会場一覧

競技日程

競技名 ９月 会 場 開催地

23 24 25 26 27

金 土 日 月 火

開会式（前夜祭） △ 秋田キャッスルホテル 秋田市

サッカー 男 ○ ○ ○ ◎ 男鹿総合運動公園陸上競技場 男鹿市

○ ○ ○ ◎ 男鹿総合運動公園球技場

○ ○ ○ 船川港金川多目的広場球技場

テニス 男女 ● ○ ○ ◎ 秋田県立中央公園テニスコート 秋田市

バレーボール 男 ● ○ 秋田県立中央公園トレーニングセンター 秋田市

○ ○ 秋田テルサ

○ 雄和体育館

○ ◎ ＣＮＡアリーナ★あきた

女 ● ○ ○ ◎ （秋田市立体育館）

○ 河辺体育館

○ ○ ノースアジア大学内体育館

バスケットボール 男 ○ ○ ○ ◎ 秋田県立体育館 秋田市

○ ○ ○ 茨島体育館

○ ○ ○ 秋田市北部市民サービスセンター

女 ○ ○ ○ ◎ 三種町琴丘総合体育館 三種町

○ 三種町山本体育館

自転車競技 男女 ▲ ● ◎ 美郷町自転車競技場 美郷町

ソフトテニス 男女 ● ○ ◎ 高館テニスコート 大館市

軟式野球 男 ○ ○ ◎ グリーンスタジアムよこて 横手市

○ ○ ○ 平鹿野球場

○ ○ スタジアム大雄

○ ○ 大森野球場

○ 大仙市営大曲球場 大仙市

○ 大仙市営仙北球場

ソフトボール 男 ○ ○ ○ ◎ 矢島多目的運動広場･矢島ソフトボール場 由利本荘市

○ ○ ○ 由利運動公園ソフトボール場・サッカー場

女 ○ ○ ◎ 由利本荘市ソフトボール場

○ ○ 由利本荘市鶴舞球場

バドミントン 男女 ● ○ ◎ 美郷総合体育館（リリオス） 美郷町

空手道 男女 ● ○ ◎ 秋田県立武道館 秋田市

ボウリング 男女 ● ○ ◎ ラウンドワンスタジアム秋田店 秋田市

水泳 男女 9/17～18 秋田県立総合プール 秋田市

ゴルフ 男 9/7～9 秋田椿台カントリークラブ 秋田市

女 9/7～9 南秋田カントリークラブ

６市２町３４会場

△開会式（前夜祭） ◎競技終了後表彰式

●開始式後競技 ○競技 ▲公式練習
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